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サイエンス＆テクノロジーの座標　時代への提言

Nara Institute of
Science and Technology

平成20年 3月15日（土） 光ナノサイエンス　公開研究業績報告会
  ・ ミニ体験入学会（物質創成科学研究科）

平成20年 3月 8日（土） 理系大学院進学セミナー2008　理系大学院へ行こう！
 「 I T、バイオ、ナノテク分野におけるキャリアのあり方を考える」

NAIST events

http://www.naist.jp/admission/d04_01_j.html

理工系大学３回生向け大学院進学セミナー

平成20年 2月15日（金）～16日（土） スプリングセミナー（情報科学研究科）
平成20年 3月 6日（木）～ 7日（金）

平成20年 2月16日（土） オープンキャンパス（情報科学研究科）

平成20年 3月 8日（土） オープンキャンパス（バイオサイエンス研究科）

各研究科セミナー

受験生向けイベント続々開催予定！
場所 ： 奈良先端科学技術大学院大学

平成20年 3月10日（月）～12日（水） 大学生インターンシップ（バイオサイエンス研究科）



SENTAN   1

　大学院教育の優れた組織的、体系的な教育の取り組みに対し、重点的な支援を行うた

め、文部科学省が19年度からスタートした「大学院教育改革支援プログラム」に、奈良先端

科学技術大学院大学の情報科学研究科とバイオサイエンス研究科の2つのプログラムが選

ばれた。今回は、154の国公私立大学から355件の応募があり、61大学126件が採択されると

いう3倍近い倍率。本学が創立以来掲げてきた教育改革の実績が評価された。

　採択されたのは情報科学研究科の「創造力と国際競争力を育む情報科学教育コア」とバ

イオサイエンス研究科の「2コース制によるバイオ人材育成プログラム」。

　「情報科学教育コア」は、高品位の授業映像やスライドを蓄えた「アーカイブシステム」を

使い、多様なパターンのカリキュラム学習を促進。学生が自主的に取り組めるプロジェクト

型の教育を行い、リーダーとなる研究者を養成する。海外派遣など国際感覚を身につける教

育も手がける。

　「バイオ人材育成プログラム」は、16年度から導入した就学目的により2年と5年の学習・

研究期間がある「2コース制」に基づき、主体的に研究を企画、遂行できる人材を育成。2年

コースにも複数の教員がつき、修士論文研究の指導を徹底するなど質の高い研究を行える

人材を育成する。

　このプログラムは、科学技術の急速な発展にともない、研究分野の専門化、細分化が進

む一方で国際競争が激化していることから、こうした環境に対応できる深い専門知識と幅広

い応用力を持つ人材の育成がねらい。研究者の養成に中核的な役割を果たす大学院教育の

抜本的な強化を図ることになった。1件あたり年間5000万円を上限に3年間交付する。

　本学はこれまで、経済産業省の「IT分野の教育カリキュラム評価」（16年）では、情報処理

学・情報システム学専攻が74評価項目のすべてが最高の「A+」ランクを獲得。17年から2年

連続で文部科学省の「魅力ある大学院教育」イニシアティブに採択されている。

平成19年度

「大学院教育改革支援プログラム」に
本学から２つのプログラムが採択

情報科学研究科・バイオサイエンス研究科
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大学院教育改革支援プログラム
取組実施担当者（代表者）へのインタビュー

─
─
今
回
、
採
択
さ
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
創
造
力
と
国
際
競
争
力
を
育
む
情
報

科
学
教
育
コ
ア
」
に
つ
い
て
、
特
に
ど
の

点
が
評
価
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
か

横
矢
研
究
科
長　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
優
れ
た
組
織
的
、
体
系
的
な
教
育
の

取
り
組
み
を
重
点
的
に
支
援
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
大
学
院
教
育
の
実
質
化
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
研
究
科

の
提
案
が
評
価
さ
れ
た
最
大
の
ポ
イ
ン
ト

は
、
研
究
科
設
立
以
来
の
大
学
院
教
育
の

実
質
化
を
先
取
り
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
奇
を
て
ら
う
必
要

が
な
い
と
こ
ろ
が
強
み
で
す
。
今
回
の
申

請
を
通
し
て
、
こ
の
十
数
年
間
の
大
学
院

教
育
へ
の
取
り
組
み
を
他
大
学
に
波
及
さ

せ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
印

象
を
持
ち
ま
し
た
。

─
─
中
心
に
な
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
す
か

横
矢
研
究
科
長　

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
以
下
の
三
つ
の
柱
と
六
つ
の
方
策
か

ら
成
っ
て
い
ま
す
。 

一
、
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実 

①
授
業
ア
ー
カ
イ
ブ
を
利
用
し
た
多
様

な
形
態
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
学
習 

二
、
ア
ド
バ
ン
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

②
学
生
の
自
主
性
に
基
づ
く
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
型
教
育 

③
国
際
化
教
育 

④
長
期
派
遣
型
連
携
教
育 

⑤
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
育 

三
、
し
な
や
か
な
教
育
基
盤 

⑥
授
業
Ｆ
Ｄ
か
ら
研
究
指
導
Ｆ
Ｄ
へ 

こ
の
中
で
、
教
育
の
中
心
で
あ
る
授
業

に
関
わ
る
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て

は
、
授
業
と
教
材
を
同
期
さ
せ
た
デ
ジ
タ

ル
コ
ン
テ
ン
ツ
化
を
推
進
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
授
業
を
通
し
た

様
々
な
形
態
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
学
習
を
可

能
に
し
ま
す
。

創
造
力
と
国
際
競
争
力
を
育
む

情
報
科
学
教
育
コ
ア

情
報
科
学
研
究
科　

取
組
実
施
担
当
者
（
代
表
者
）　

研
究
科
長　

横
矢
　
直
和

情
報
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
択
に
つ
い
て

情報科学研究科「大学院教育改革支援プログラム」　http://isw3.naist.jp/IGSE/

社
会
の
様
々
な
分
野
で
幅
広
く
活
躍
す
る
高
度
な
人
材
の
育
成
を
支
援
す
る
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

平
成
十
九
年
度「
大
学
院
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に

情
報
・
バ
イ
オ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
採
択
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─
─
今
回
、
採
択
さ
れ
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
２
コ
ー
ス
制
に
よ
る
バ
イ
オ
人
材
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
つ
い
て
、
特
に
ど
の

点
が
評
価
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
か

河
野
研
究
科
長　

本
学
バ
イ
オ
サ
イ
エ

─
─
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か

横
矢
研
究
科
長　

ア
ド
バ
ン
ス
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ま
ず
、
従
来
の
特
待
生

制
度
に
加
え
て
、　

提
案
公
募
型
研
究
を

中
心
と
し
た
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
教
育
」

を
実
施
し
ま
す
。「
国
際
化
教
育
」
で
は
、

学
生
の
海
外
拠
点
大
学
等
へ
の
派
遣
を
通

し
て
国
際
的
に
通
用
す
る
人
材
の
育
成
を

目
指
し
ま
す
。「
長
期
派
遣
型
連
携
教
育
」

は
教
育
連
携
講
座
へ
の
長
期
派
遣
に
よ
る

視
野
の
広
い
人
材
の
育
成
を
意
図
し
た
も

ン
ス
研
究
科
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
は
、

学
部
を
も
た
な
い
大
学
院
大
学
の
た
め

に
、
国
内
外
の
各
大
学
か
ら
多
様
な
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
つ
学
生
が
入
学
し
て

く
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
極
端
な

例
を
あ
げ
れ
ば
、
文
学
部
を
出
た
学
生
が

生
物
学
に
興
味
を
も
っ
た
の
で
そ
の
研
究

を
し
た
い
と
い
っ
て
入
学
し
て
く
る
場
合

の
で
す
。「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
教
育
」
は
、
地
域
社
会
へ
の
教
育
貢
献

活
動
を
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
体
系

化
し
、
学
生
が
教
え
る
こ
と
を
通
し
て
学

ぶ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
す
。

最
後
の
し
な
や
か
な
教
育
基
盤
で
取
り

上
げ
て
い
る
研
究
指
導
Ｆ
Ｄ
は
、
従
来
の

授
業
Ｆ
Ｄ
に
加
え
て
、
研
究
指
導
の
方
法

論
に
つ
い
て
の
Ｆ
Ｄ
を
行
う
と
い
う
も
の

で
、
他
大
学
に
例
を
見
な
い
大
学
院
大
学

な
ら
で
は
の
先
駆
的
な
取
組
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

─
─
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現

に
よ
り
、
将
来
的
に
は
情
報
科
学
研
究
科

の
研
究
が
ど
の
よ
う
に
活
性
化
さ
れ
ま
す

か
横
矢
研
究
科
長　

教
育
・
研
究
の
様
々

な
面
で
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
る
わ
け

で
す
が
、
一
言
で
言
う
と
、「
国
際
水
準

の
教
育
体
制
の
下
、
国
際
競
争
力
を
も
っ

た
人
材
を
輩
出
す
る
」
と
い
う
こ
と
に
尽

き
る
と
思
い
ま
す
。

も
あ
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、
普
通
の
学

部
を
も
つ
大
学
と
は
全
く
異
な
る
点
で
、

こ
れ
ら
の
多
様
な
背
景
を
も
つ
学
生
に
有

効
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
学
生
の
バ
ッ

ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
合
わ
せ
た
教
育
を
せ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
入
学
し
て
く
る

学
生
は
博
士
前
期
課
程
修
了
後
に
一
般
企

業
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
者
と
博
士
後
期

課
程
に
進
み
さ
ら
に
研
究
者
を
目
指
し
て

い
く
者
と
に
分
か
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
平

成
十
六
年
度
か
ら
、
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
を
養
成
す
る
バ
イ
オ
エ
キ
ス
パ
ー
ト

コ
ー
ス
、
ま
た
五
年
間
の
一
貫
教
育
を
通

じ
て
研
究
者
養
成
を
目
指
す
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
バ
イ
オ
コ
ー
ス
の
二
コ
ー
ス
制
を
導
入

し
、
学
生
達
の
知
識
と
卒
業
後
に
目
指
す

将
来
に
応
じ
た
授
業
ク
ラ
ス
を
設
定
し
た

わ
け
で
す
。

さ
ら
に
平
成
十
七
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
魅
力
あ
る
大
学
院
教
育
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
」
を
有
効
に
活
用
し
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

バ
イ
オ
コ
ー
ス
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

今
回
採
択
さ
れ
た
「
２
コ
ー
ス
制
に
よ
る

バ
イ
オ
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
の
成
果
を
受
け
、
主
に
バ

イ
オ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
コ
ー
ス
の
充
実
を
図

る
こ
と
、
ま
た
効
率
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
た
め
に
情
報
機
器
の
導
入
や

教
員
の
Ｆ
Ｄ
研
修
の
充
実
を
提
案
し
た
こ

と
が
高
く
評
価
さ
れ
採
択
さ
れ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

─
─
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
か

河
野
研
究
科
長　

二
年
、
五
年
の
両

コ
ー
ス
と
も
「
キ
ャ
リ
ア
設
計
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
と
い
う
講
義
を
導
入
し
、
企
業
の
研

２
コ
ー
ス
制
に
よ
る
バ
イ
オ

　

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科　

取
組
実
施
担
当
者
（
代
表
者
）

研
究
科
長　

河
野
　
憲
二

バ
イ
オ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採
択
に
つ
い
て
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大学院教育改革支援プログラム
取組実施担当者（代表者）へのインタビュー

バイオサイエンス研究科「大学院教育改革支援プログラム」　http://bsw3.naist.jp/IGSE/

究
や
仕
事
が
ど
ん
な
も
の
か
企
業
の
方
に

講
義
を
し
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
二
年

コ
ー
ス
で
は
実
際
に
会
社
を
訪
ね
、
工
場

や
研
究
所
が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の

か
を
知
る
企
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い

ま
す
。
今
年
か
ら
、
自
分
の
研
究
が
ど
ん

な
目
的
で
何
を
明
ら
か
に
し
た
い
の
か
を

複
数
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委
員
の
前
で
発
表

す
る
と
い
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
提
案
ヒ
ア

リ
ン
グ
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
自
分
の
研
究
テ
ー
マ
へ
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能

力
も
養
い
、
就
職
活
動
時
に
も
役
立
て
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
際

感
覚
を
養
成
す
る
と
い
う
点
か
ら
は
、
前

期
二
年
の
時
期
か
ら
希
望
者
に
は
海
外
で

の
英
語
の
語
学
研
修
を
受
け
ら
れ
る
機
会

を
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
じ
て
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

が
着
実
に
形
成
さ
れ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。

─
─
ど
の
よ
う
な
効
果
が
望
め
る
の
で

し
ょ
う
か

河
野
研
究
科
長　

一
つ
は
、
両
コ
ー
ス

と
も
四
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
定
期
的
に

研
究
の
進
行
状
況
を
把
握
し
て
学
生
と
指

導
教
員
の
両
者
に
助
言
と
指
導
を
行
う
こ

と
に
な
る
の
で
、
学
位
取
得
を
円
滑
に
か

つ
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
に
よ
り
教
育
の
透

明
性
と
客
観
的
な
評
価
と
指
導
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
提
案
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
企
業
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
産
業
界
を
含
む
社
会

的
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
人
材
を
育
て
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

─
─
教
育
改
革
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現

に
よ
り
、
将
来
的
に
は
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
研
究
科
の
研
究
が
ど
の
よ
う
に
活
性
化

さ
れ
ま
す
か

河
野
研
究
科
長　

簡
潔
に
い
う
と
、
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
よ
り
、
多
様
な
分

野
で
活
躍
で
き
る
バ
イ
オ
系
人
材
の
育
成

と
国
際
的
レ
ベ
ル
で
活
躍
で
き
る
高
度
な

研
究
者
の
養
成
が
可
能
と
な
り
、
結
果
と

し
て
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
が
輩
出

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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　文部科学省は、情報ネットワークの安全を守る技術者らを養成する「先導的ITスペシャリ
スト育成推進プログラム」と、信頼性を高めるソフトウェア開発をめざす「次世代IT基盤構
築のための研究開発」を１９年度の事業として企画し、担当する大学を公募。その結果、イ
ンターネットやソフトウェアの開発研究で知られる本学情報科学研究科が選ばれた。
　「先導的IT」の取組名称は「社会的ITリスク軽減のための情報セキュリティ技術者・管
理者育成」（代表：横矢直和研究科長、取組担当者：砂原秀樹教授）で、情報系大学院、企
業などと連係し、情報ネットワークの現場で安全確保にリーダーシップを発揮できる人材を
育成する。実体験に近い規模で訓練が行われる。
　「次世代IT基盤」は「エンピリカルデータに基づくソフトウェアタグ技術の開発と普及」
（代表・松本健一教授）で、食品の品質・安全管理のように、ソフトウェアの品質や製作過
程の記録を電子データに入力した「タグ」を製品に添付する。ソフトウェアのトラブルを防
ぎ、スムーズに修復する上でも不可欠な技術で世界初の試み。

情
報
科
学
研
究
科
は
、
情
報
系
大
学
院
、
研

究
機
関
、企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
・
運
用
の
現
場
で
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
活
躍
で
き
る
技
術
者
・

実
務
者
を
育
成
す
る
事
業
の
準
備
を
進
め
て
い

る
。本

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
画
す
る
大
学
院
は
、
日

本
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
黎
明
期
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
研
究
に
関
わ
り
、
特
に
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
技
術
に
関
し
て
最
先
端
の
研
究
を
行
う
教

員
が
多
く
集
ま
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
教
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
知
識
を

互
い
に
提
供
す
る
と
同
時
に
、
連
携
組
織
全
体

で
持
つ
管
理
・
運
用
・
教
育
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有

す
る
こ
と
で
、
実
践
的
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
築
く
人
材
育
成
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
単
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

の
設
定
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
操
作
を

知
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
体
系
化
さ
れ
た
知

識
を
背
景
に
、
技
術
に
加
え
て
法
律
、
政
策
、

経
営
、
倫
理
を
理
解
し
た
上
で
、
経
験
に
基
づ

く
勘
を
備
え
た
実
践
型
の
人
材
育
成
を
行
う
。

連
携
組
織

●
奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

　

情
報
科
学
研
究
科

●
京
都
大
学
大
学
院
情
報
学
研
究
科

●
大
阪
大
学
大
学
院
情
報
科
学
研
究
科 

●
北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

　

情
報
科
学
研
究
科

●
情
報
通
信
研
究
機
構

●
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
所

●JPCERT

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

●
エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

　

ン
ズ
株
式
会
社

予
算
額

年
間
八
〇
〇
〇
万
円
程
度

受
入
開
始
時
期

平
成
二
十
年
四
月
～

一
、
実
践
的
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

　
　

人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
修
了
後
、
各
組
織
のC

SO
/

C
IO

ま
た
は
そ
の
補
佐
と
な
り
う
る
実
践
的

な
人
材
を
育
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
各

大
学
院
か
ら
選
抜
さ
れ
た
学
生
に
対
し
て
教
育

を
行
う
。
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
二
十
名
程
度

の
学
生
に
対
し
て
、
一
年
と
い
う
期
間
で
集
中

的
に
講
義
・
演
習
を
行
う
。
こ
の
コ
ー
ス
は
、

三
期
三
年
間
に
わ
た
っ
て
行
う
が
、
そ
の
後
各

組
織
で
連
携
し
て
発
展
し
た
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ

ン
コ
ー
ス
と
し
て
継
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

二
、
さ
ま
ざ
ま
な
育
成
対
象

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
原
則
と
し
て
各
大
学
院

修
士
課
程
（
前
期
博
士
課
程
）
の
学
生
を
対
象

と
し
て
い
る
。
し
か
し
、そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

全
国
の
各
大
学
院
で
積
極
的
に
社
会
人
を
受
け

入
れ
て
い
る
よ
う
に
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術

者
・
実
務
者
を
志
向
す
る
社
会
人
も
参
加
が
可

能
で
あ
る
。

三
、
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成

　
　

及
び
演
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成

各
組
織
が
有
す
る
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
を
積
極

的
に
相
互
利
用
す
る
た
め
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

行
わ
れ
る
講
義
は
す
べ
て
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
蓄

情報科学研究科

先導的 I Tスペシャリスト育成推進プログラム
・次世代 I T基盤構築のための研究開発に採択

平
成
十
九
年
度
「
先
導
的
Ｉ
Ｔ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

「
社
会
的
Ｉ
Ｔ
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
者
・
管
理
者
育
成
」

活
動
概
要
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StagE

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
品
質
や
由
来
（
ど
の
よ
う
な
手
順
を
踏
ん
で

開
発
さ
れ
た
か
な
ど
）
を
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

ユ
ー
ザ
や
発
注
者
が
、必
要
に
応
じ
て
手
軽
に
、

正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
安
心
・
安
全
な
社

会
の
実
現
を
め
ざ
す
。こ
の
た
め
、ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
情
報
を
「
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
タ
グ
」
と
し
て
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
製
品
に

添
付
し
て
提
供
す
る
技
術
を
世
界
に
先
駆
け
て

開
発
す
る
。

「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
」
と

い
う
全
く
新
し
い
概
念
を
提
案
し
た
。こ
れ
は
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
過
程
を
食
品
の
流
通
過

程
に
み
た
て
る
こ
と
で
、食
品
と
同
じ
よ
う
に
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
対
し
て
も
、
そ
の
開
発
の
過

程
を
追
跡
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
遡
っ
て
調
べ
る

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
。
特
に
、
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
の
開
発
状
況
を
示
す
様
々
な
デ
ー
タ

（
エ
ン
ピ
リ
カ
ル
デ
ー
タ
）
を
一
定
の
形
式
で

整
理
し
「
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
タ
グ
」
と
し
て
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
に
添
付
す
る
と
い
う
、
世
界
で
も
類

を
見
な
い
ア
イ
デ
ア
を
示
し
た
。

予
算
額

約
八
九
〇
〇
万
円
（
平
成
十
九
年
度
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間

平
成
十
九
年
八
月
～
平
成
二
十
四
年
三
月

StagE

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
成
功
す
れ
ば
、
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
「
安
心
」

を
国
民
の
多
く
が
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
安

心
・
安
全
な
Ｉ
Ｔ
社
会
の
実
現
と
な
る
。

●
き
ち
ん
と
し
た
手
順
で
作
ら
れ
た
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
だ
け
を
利
用
で
き
る
安
心
。

●
万
一
、
不
具
合
が
起
こ
っ
て
も
、
す
ぐ
に
そ

の
原
因
を
調
査
し
、
解
決
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
だ
け
を
利
用
で
き
る
安
心
。

●
外
部
に
発
注
し
た
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
が
、
き
ち

ん
と
し
た
手
順
で
作
ら
れ
た
か
ど
う
か
を
確
認

で
き
る
安
心
。

●
ユ
ー
ザ
・
発
注
者
・
開
発
者
間
で
訴
訟
と
な
っ

て
も
、
自
ら
を
守
る
客
観
的
な
証
拠
を
示
す
こ

と
が
で
き
る
安
心
。

し
た
上
で
、
経
験
に
基
づ
く
勘
を
備
え
た
実
践

型
の
人
材
を
毎
年
二
十
名
程
度
輩
出
す
る
。

●
基
礎
教
育
を
各
大
学
院
で
行
う
と
と
も

に
、
共
通
教
育
及
び
演
習
を
実
際
に
学
生
が
集

結
し
て
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
単
に
知
識
を
身
に

つ
け
る
だ
け
で
な
く
、
学
生
同
士
の
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
成
さ
せ
、
将
来
の
人
的
財
産
形

成
に
つ
な
げ
る
。

●
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
義
、
演
習
、
評
価
等

を
広
く
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
社
会
か

ら
の
評
価
を
受
入
れ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に

努
め
る
と
と
も
に
、
連
携
組
織
の
強
化
に
活
用

す
る
。

積
さ
れ
る
。
ま
た
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術

者
・
実
務
者
の
育
成
に
は
、
実
際
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ

り
、
管
理
・
運
用
上
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
勘
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。し
た
が
っ
て
、

実
際
規
模
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
イ
ン
シ
デ
ン
ト
を

体
験
で
き
る
演
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
必
要
で
あ

る
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ
う
し
た
演
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
大
規
模
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
エ
ミ
ュ
レ
ー

タ
を
用
い
作
成
す
る
。

●
体
系
化
さ
れ
た
知
識
を
背
景
に
、
技
術
だ

け
で
な
く
法
律
、
政
策
、
経
営
、
倫
理
を
理
解

平
成
十
九
年
度
「
次
世
代
Ｉ
Ｔ
基
盤
構
築
の
た
め
の
研
究
開
発
」

「
エ
ン
ピ
リ
カ
ル
デ
ー
タ
に
基
づ
く

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
タ
グ
技
術
の
開
発
と
普
及
」（StagE

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

効
果
等

効
　
果

先導的 IT スペシャリスト育成推進プログラム

次世代 IT 基盤構築のための研究開発
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Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
発　
ベ
ン
チ
ャ
ー

教
員
、学
生
あ
た
り
の
起
業
は
ト
ッ
プ
級

─
─
上
場
を
目
指
す

技
術
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
支
援

こ
う
し
た
支
援
施
設
の
中
で
「
技
術
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
」
は
、
研
究
・
事
務

ス
ペ
ー
ス
を
貸
与
す
る
と
い
う
ハ
ー
ド
面
に
加

え
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
経
営
戦
略
の
指
導

な
ど
ソ
フ
ト
面
で
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

・
事
務
所
や
研
究
開
発
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス

の
提
供

・
本
学
附
属
図
書
館
、
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
東
京
事

務
所
、
東
大
阪
事
務
所
の
利
用

・
技
術
経
営
、
市
場
調
査
・
分
析
等
、
マ
ー

募 集 期 間 随時

利 用 対 象 者 本学教職員、在学生又は修了生

施 設 利 用 形 態 事務所又はパソコンを使った研究開発室

施 設 の 概 要

場 所：先端科学技術研究調査センター内
室 面 積：18m2 ～
施設設備：机、電話機、情報コンセント
　　　　　（LAN、TEL）

利 用 期 間
原則１年以内、ただし、期間終了時の事業進捗状
況等の評価により延長可能（別途申請が必要）

利 用 可 能 日 特別な事情がない限り、年中利用が可能

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
の
助
言
・
支
援
等

・
知
的
財
産
、
技
術
移
転
に
つ
い
て
の
助

言
・
支
援
等

・
資
金
調
達
な
ど
、
学
外
組
織
と
の
連
携
の

さ
い
の
助
言
、
支
援
等

・
技
術
指
導
、
技
術
相
談
等

今
回
は
こ
の
「
技
術
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
」
の
第
一
号
入
居
企
業
と
な
っ
た
「
株

式
会
社
ク
レ
ア
リ
ン
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を
紹

介
し
ま
す
。
同
社
は
、
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
の
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
バ
ー
や
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
製
品
の
開
発
・
販
売
等
を
行
う

研
究
開
発
型
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
す
。
本
学
大
学
院

生
を
中
心
に
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
発　
ベ
ン
チ
ャ
ー

教
員
、学
生
あ
た
り
の
起
業
は
ト
ッ
プ
級

本
学
は
、
先
端
科
学
技
術
研
究
の
成
果

を
事
業
化
し
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を

創
出
す
る
た
め
、
そ
の
成
長
段
階
に
応

じ
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
事
業
化
に
着
手
す
る
段
階
を
対

象
に
し
た
施
設
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ

ネ
ス
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
」
は
、
応
用
研

究
や
試
作
品
開
発
の
推
進
を
志
す
創
造

的
な
人
材
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

次
い
で
、
事
業
が
発
足
す
る
段
階
の
施

設
「
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
技
術
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ル
ー
ム
」
は
、
上
場
な
ど
を
目

指
す
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
対
象
に
、

知
的
財
産
の
管
理
、
経
営
戦
略
、
資
金

調
達
な
ど
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
の
改

善
な
ど
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
結
果
、
現
在
十
七
社
が
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
経
済
産
業
省
の
調
査
デ
ー

タ
か
ら
換
算
す
る
と
、
教
員
、
学
生
数

あ
た
り
の
起
業
数
は
、
全
国
ト
ッ
プ
級

で
す
。

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
技
術
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム

「NAIST技術インキュベーションルーム」施設利用の概要
大学発

ベンチャー
理工系教員

100 人あたり
大学院生

100 人あたり
運営費交付金

100 億円あたり

本　　　学 15 社 8.5 社 1.39 社 4.1 社

第 1 位 国公立大学 92 社 7.4 社 0.66 社 1.7 社

第 2 位 国公立大学 71 社 4.4 社 0.91 社 2.4 社

第 3 位 国公立大学 59 社 3.0 社 0.64 社 1.6 社

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
の

機
能
イ
メ
ー
ジ

教員（100人）、大学院生（100人）、運営交付金（100億円）あたりの大学発ベンチャー創出数

第 1 位、第 2 位、第 3 位国公立大学は、経済産業省（2006）「大学発ベンチャーに関する基礎調査」
における大学発ベンチャー数（絶対数）の国公立大学ランキングの第 1 位、第 2 位、第 3 位のこと。
注 1：理工系教員数は ReaD 研究開発支援総合ディレクトリ研究者 DDB 研究分野別 HP（http://

read.jst.go.jp/）より、科学技術一般領域、物理学、基礎化学、宇宙・地球の科学、生物科学、
農林水産、医学、工学一般領域、システム・制御工学、情報工学、エネルギー工学、原子力工学、
電気工学、熱工学、応用熱力学、機械工学、建設工学、環境工学、運輸交通工学、金属工学、
化学工学、化学工業、その他の工業の各分野について、各大学の教員を検索した数。

注 2：大学院生数は各大学 web サイトのデータをもとに作成。
注 3：運営費交付金は、平成 16 年度から 21 年度予算公表額。
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─
─
次
世
代
の
通
信
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
開
発
を
目
指
す

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
複
雑
化
や
使
用
者
の
リ
テ

ラ
シ
ー
（
情
報
、知
識
）
不
足
が
原
因
に
な
り
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
が
多
発
し
て
い
ま

す
。「
ク
レ
ア
リ
ン
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
で
は
、

通
信
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
技
術
を
中
心
と
し
た
高

度
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
設
計
・
開
発
技
術
に

よ
っ
て
、誰
で
も
快
適
に
安
全
に
使
え
る
通
信
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
製
品
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
（
解

決
策
）、ま
た
、サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
品
質
を
重
視
し
、
通
信
に
関
わ
る
プ

ロ
ト
コ
ル
（
手
順
）
の
設
計
や
、
標
準
化
さ
れ

た
プ
ロ
ト
コ
ル
を
実
装
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

二
年
間
で
十
製
品
近
く
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
実

用
化
に
成
功
し
ま
し
た
。

─
─
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信

の
高
速
化
と
安
全
性
確
保

ク
レ
ア
リ
ン
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
コ
ア
技
術

の
ひ
と
つ
で
あ
る
通
信
高
速
化
技
術

「N
etA

cceler T
echnology

」
は
、
従
来
の

広
帯
域
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
Ｉ
Ｐ
）
網
を
活
用

し
て
、
企
業
間
・
個
人
間
の
回
線
速
度
を
三
～

三
十
倍
程
度
高
速
化
す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術

で
す
。
災
害
な
ど
に
備
え
て
、
遠
隔
地
へ
デ
ー

タ
を
送
り
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
や
個
人

同
士
で
の
大
容
量
フ
ァ
イ
ル
の
受
け
渡
し
に
最

適
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
時
に
中
継
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
中
継
機
器
な
ど
を
経
由
し
て
も
完
全

に
デ
ー
タ
を
暗
号
化
し
て
保
護
で
き
る
仕
組
み

を
備
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
電
子
証
明
書
に

も
対
応
し
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
わ
な
い
デ
ー
タ

の
送
受
信
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

時
間
と
空
間
を
超
え
て
活
用
の
幅
を
広
げ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
が
、
同
時
に
多
く
の
危

険
性
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
通
信
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
技
術
を
軸
に
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
秘
め
た

様
々
な
力
で
あ
る
「
人
間
力
」
を
発
揮
し
て
多

く
の
人
が
安
心
し
て
便
利
に
役
に
立
て
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
社
会
へ
貢
献
で
き
る
組
織
と
し
て
、

ク
レ
ア
リ
ン
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
あ
り
続
け
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

株
式
会
社
ク
レ
ア
リ
ン
ク
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

株式会社クレアリンクテクノロジー
本 社　京都府相楽郡精華町光台１－７

　 　けいはんなプラザ ラボ棟７Ｆ
リサーチラボ　奈良県生駒市高山町8916-5

　 　奈良先端科学技術大学院大学
　 　NAISTインキュベーションルーム内

資 本 金　1,000万円
設 立　2005年10月17日
代 表 取 締 役　水原　隆道
TEL  0774−98−3873（代） ／FAX 0774−95−5190
URL http://clealink.jp　　E-mail : info@clealink.jp
主な製品
・通信高速化シリーズ製品：デジ急便、NetAcceler File Trans、NetAcceler 

FastGate
・電子商取引通信パッケージ：次世代XML-EDI通信パッケージ「X-CORE Message 

Server（ebXML/AS2/JX）」
・高速次世代インターネット電子ブック：XMLでのe -Bo ok制作が可能な

「AeroBrowser」
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ど
こ
で
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
使
え
る

ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
人

が
機
械
を
自
在
に
扱
う
た
め
、
機
械
の
動

き
を
き
め
細
か
く
調
節
す
る
「
制
御
」
や

「
シ
ス
テ
ム
」
の
技
術
が
不
可
欠
に
な
っ

て
く
る
。
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
理
論
と
応

用
の
両
面
か
ら
研
究
し
て
い
る
の
が
杉
本

謙
二
教
授
、
平
田
健
太
郎
准
教
授
ら
の
グ

ル
ー
プ
だ
。

研
究
は
方
程
式
を
使
っ
て
行
わ
れ
る

が
、わ
か
り
や
す
い
実
験
を
紹
介
し
よ
う
。

た
と
え
ば
、
柔
軟
な
ビ
ル
の
よ
う
な
構

造
物
を
モ
ー
タ
ー
で
揺
ら
し
て
み
る
実

験
。
全
体
の
動
き
は
、
横
揺
れ
、
縦
揺
れ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
振
動
が
複
合
し
、
総
合

的
な
現
象
と
し
て
現
れ
る
。
だ
か
ら
、
セ

ン
サ
ー
な
ど
の
信
号
デ
ー
タ
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
の
振
動
を
「
独
立
成
分
」
と
し
て
取

り
出
し
、
入
力
（
モ
ー
タ
ー
の
回
転
速
度

な
ど
）
と
出
力
（
測
定
さ
れ
る
振
動
）
の

関
係
を
示
す
数
理
モ
デ
ル
（
方
程
式
の
係

数
）
を
導
き
出
す
の
だ
。
そ
の
モ
デ
ル
さ

え
わ
か
れ
ば
、
モ
ー
タ
ー
を
調
整
し
て
望

ま
し
く
な
い
振
動
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き

る
。
こ
の
よ
う
な
多
変
量
デ
ー
タ
解
析
の

手
法
を
シ
ス
テ
ム
制
御
の
分
野
に
先
駆
的

に
導
入
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
、
こ

の
研
究
は
二
〇
〇
七
年
の
計
測
自
動
制
御

学
会
の
論
文
賞
を
受
け
た
。

「
も
と
も
と
数
理
工
学
が
専
門
分
野

で
、
広
く
応
用
に
使
え
る
基
礎
理
論
が
研

究
の
中
心
で
す
。
航
空
機
の
制
御
な
ど
の

研
究
も
し
て
い
ま
し
た
が
、
通
信
の
研
究

が
盛
ん
な
本
学
に
き
て
、
制
御
と
通
信
と

い
う
異
分
野
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
」
と
杉
本
教
授
。

こ
う
し
た
制
御
と
通
信
の
融
合
領
域
が

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
、
離
れ
た

情報科学研究科　応用システム科学講座
教　授　杉本　謙二

准教授　平田健太郎

　数理で機械を自在に操る

場
所
か
ら
機
械
を
動
か
す
遠
隔
制
御
の
研

究
だ
。
こ
こ
で
の
大
き
な
課
題
は
、
信
号

を
伝
送
す
る
さ
い
の
遅
れ
（
遅
延
）
で
あ

る
。伝

送
は
通
常
、「
パ
ケ
ッ
ト
通
信
」
と

い
う
方
法
で
行
わ
れ
る
。信
号
を
小
包（
パ

ケ
ッ
ト
）
の
よ
う
に
小
分
け
し
て
お
き
、

回
線
の
空
き
時
間
に
送
る
こ
と
が
で
き

る
。し

か
し
、
一
定
の
速
度
で
送
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
順
番
を
飛
び
越
え
た
り
す
る

こ
と
が
よ
く
あ
る
。
だ
か
ら
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
処
理
に
は
向
か
な
い
。
機
械
を
動

か
す
場
合
〇
・
五
秒
の
遅
れ
で
も
機
械
の

不
安
定
化
を
起
こ
す
。
こ
の
た
め
、
数
理

モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
先
読
み
を
し
、
現
在

の
結
果
と
比
較
し
て
補
正
す
る
よ
う
な
制

御
理
論
を
考
え
て
い
る
。

「
筋
が
一
本
通
っ
た
理
論
が
で
き
た
と

き
が
、
す
ご
く
楽
し
い
。
ト
ン
ネ
ル
が
開

通
し
た
よ
う
な
思
い
で
、
研
究
の
醍
醐
味

で
す
」
と
杉
本
教
授
は
研
究
の
喜
び
を
語

る
。平

田
准
教
授
も
時
間
の
遅
れ
と
関
係
が

あ
る
制
御
理
論
を
研
究
し
て
い
る
。
何
ら

か
の
事
情
で
信
号
が
遅
れ
て
届
く
と
き
、

制
御
理
論
の
分
野
で
は
こ
れ
を
「
む
だ
時

間
」
と
呼
び
、
そ
の
影
響
を
い
か
に
低
減

す
る
か
が
従
来
か
ら
の
課
題
に
な
っ
て
い

る
。た

と
え
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
い

だ
二
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
ひ
と
つ
の
材
料
を

揺
れ
の
独
立
性
を
解
析
す
る

制
御
と
通
信
の
融
合

む
だ
時
間
を
有
効
に

杉
すぎもと

本　謙
けん

二
じ

教授
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同
時
に
加
工
さ
せ
る
と
き
、
ロ
ボ
ッ
ト
同

士
と
材
料
の
回
転
が
ぴ
た
っ
と
同
期
し
な

い
と
い
け
な
い
が
、
そ
の
際
の
遅
延
の
影

響
を
ど
う
補
償
す
る
か
、
と
い
っ
た
問
題

だ
。と

こ
ろ
が
、
こ
の
時
間
遅
れ
を
逆
手
に

と
っ
て
う
ま
く
使
え
ば
、
た
と
え
ば
省
エ

ネ
タ
イ
プ
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
二
足
歩
行
も
う

ま
く
制
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
坂
道
を

降
り
る
と
き
に
、
自
然
に
足
が
前
に
出
る

受
動
歩
行
だ
。
こ
う
し
た
周
期
的
な
運
動

に
お
い
て
は
、
現
在
の
信
号
と
時
間
的
に

遅
れ
た
信
号
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
一
定

の
動
作
か
ら
の
ズ
レ
を
検
出
す
る
こ
と
が

で
き
、
最
終
的
に
歩
行
の
安
定
化
に
つ
な

が
る
の
だ
。

さ
ら
に
、
電
動
自
転
車
の
場
合
に
も
、

類
似
の
理
論
を
用
い
る
こ
と
で
、
ペ
ダ
ル

を
強
く
踏
む
位
置
と
モ
ー
タ
ー
が
パ
ワ
ー

を
補
助
す
る
位
置
が
ず
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
一
定
の
ス
ム
ー
ズ
な
走
行
が
可
能
に

な
る
、
と
い
う
。

平
田
准
教
授
は
「
わ
れ
わ
れ
の
研
究
分

野
は
、
他
の
人
が
答
え
を
見
つ
け
て
い
な

い
問
い
を
発
し
て
、
自
分
で
解
い
て
み
せ

て
初
め
て
論
文
に
な
る
、
と
い
う
予
定
調

和
の
苦
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
れ
を

外
れ
た
結
果
が
出
れ
ば
、
な
お
面
白
い
」

と
語
る
。
学
生
に
対
し
て
も
「
何
か
理
論

に
の
っ
と
っ
て
モ
ノ
を
動
か
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
大
学
院
生
を
歓
迎
し
ま
す
」

と
期
待
す
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
室
で
大
学
院
生
は
、

毎
日
、
深
夜
ま
で
研
究
を
続
け
て
い
る
。

博
士
後
期
課
程
二
年
の
中
村
幸
紀
さ
ん
は

「
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
機
械
系
全
般
の
制
御
を

学
び
た
い
と
思
い
、
入
学
し
ま
し
た
。
複

数
の
機
械
シ
ス
テ
ム
に
同
じ
働
き
を
さ
せ

る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
研
究
室
内
外
の

先
生
か
ら
積
極
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
い
た
り
し
ま
す
。
研
究
に
加
え
て
学
生

の
指
導
も
し
た
い
の
で
、
大
学
の
教
員
の

道
を
め
ざ
し
た
い
」
と
意
欲
を
み
せ
る
。

博
士
前
期
課
程
二
年
の
大
堀
彰
大
さ
ん

は
「
大
学
の
と
き
は
、
制
御
工
学
で
も
バ

イ
オ
関
係
で
し
た
。
い
ま
は
、
遠
隔
制
御

が
テ
ー
マ
で
す
。
大
学
に
入
っ
て
い
ろ
い

ろ
と
話
を
聞
き
、
面
白
い
と
思
っ
て
選
び

ま
し
た
。
機
械
を
動
か
す
に
あ
た
っ
て
、

た
だ
試
行
錯
誤
す
る
の
で
は
な
く
、
数
式

で
き
れ
い
に
解
く
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め

て
目
的
を
達
成
で
き
る
の
が
魅
力
」
と
話

す
。
希
望
が
か
な
っ
て
産
業
ロ
ボ
ッ
ト
関

係
の
企
業
に
就
職
す
る
と
い
う
。

分散型ネットワークコントロール

電動自転車のパワーアシスト

平
ひら

田
た

　健
けん

太
た

郎
ろう

准教授

講座での一コマ
（奥右：杉本教授、
奥左：平田准教授、
中：博士後期課程 2 年
　　中村さん、
手前右：博士前期課程 2 年
　　　　大堀さん）
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地
球
上
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
生
物
が

い
る
。
約
四
十
億
年
に
わ
た
る
進
化
の
過

程
で
突
然
変
異
に
よ
り
、
遺
伝
子
の
暗
号

（
塩
基
）
が
一
部
変
化
し
、
そ
れ
が
積
み

重
な
っ
て
新
た
な
生
物
種
が
生
ま
れ
て

い
っ
た
。
一
方
で
、
生
物
の
種
が
保
存
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
親
か
ら
子
へ
と
遺
伝

子
を
正
確
に
伝
え
る
た
め
の
支
え
に
な
る

機
構
も
ち
ゃ
ん
と
備
え
て
い
る
。

生
命
活
動
の
設
計
図
と
も
い
わ
れ
る
遺

伝
子
に
つ
い
て
、
こ
う
し
た
突
然
変
異
の

主
要
な
原
因
や
そ
の
修
復
の
機
構
は
十
分

に
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
未
開
拓
の

分
野
に
挑
ん
で
い
る
の
が
真
木
寿
治
教

授
、
秋
山
昌
広
准
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー

プ
だ
。

放
射
線
や
紫
外
線
な
ど
を
与
え
る
と
、

突
然
変
異
は
高
い
頻
度
で
起
き
る
。
し
か

し
、
も
っ
と
身
近
な
日
常
の
生
活
環
境
で

の
自
然
突
然
変
異
は
も
っ
と
低
頻
度
で
、

変
化
が
目
に
見
え
て
現
れ
る
に
は
長
い
時

間
が
か
か
り
、
研
究
室
で
は
再
現
で
き
な

い
。そ

こ
で
、
真
木
教
授
ら
は
三
十
分
に
一

回
分
裂
し
て
代
替
わ
り
す
る
大
腸
菌
を
使

い
遺
伝
子
の
継
承
を
早
回
し
で
み
る
実
験

を
重
ね
て
い
る
。
な
に
し
ろ
十
数
時
間
も

培
養
す
れ
ば
、
一
〇
〇
個
が
一
億
個
に
も

増
え
、
薬
剤
に
対
し
生
き
残
れ
る
か
な
ど

条
件
を
与
え
て
選
抜
す
れ
ば
、
た
っ
た
一

個
の
突
然
変
異
で
さ
え
と
ら
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
研
究
か
ら
、
生
物
学
の
常
識

を
覆
す
結
果
が
相
次
い
で
み
つ
か
っ
た
。

ま
ず
、
遺
伝
子
本
体
・
Ｄ
Ｎ
Ａ(

デ
オ

キ
シ
リ
ボ
核
酸)

の
わ
ず
か
な
変
化
（
点

突
然
変
異
）
は
、
放
射
線
な
ど
外
部
の
ス

ト
レ
ス
と
関
係
な
く
、
細
胞
が
分
裂
す
る

際
に
行
わ
れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
複
製
の
エ
ラ
ー

が
、
第
一
の
原
因
だ
っ
た
。
ま
た
、
細
胞

内
の
酸
素
呼
吸
の
際
に
生
じ
る
活
性
酸
素

（
酸
素
ラ
ジ
カ
ル
）
な
ど
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
傷

つ
け
、
そ
の
結
果
、
複
製
エ
ラ
ー
が
誘
発

さ
れ
る
こ
と
も
重
要
な
原
因
だ
っ
た
。
細

胞
内
部
に
敵
が
い
た
の
だ
。

「
複
製
エ
ラ
ー
な
ど
に
よ
る
変
異
は
、

細
胞
が
本
来
持
っ
て
い
る
修
復
機
構
な
ど

に
よ
っ
て
巧
妙
に
高
効
率
で
取
り
除
か

れ
、
突
然
変
異
は
非
常
に
低
い
頻
度
に
抑

バイオサイエンス研究科　原核生物分子遺伝学講座
教　授　真木　寿治

准教授　秋山　昌広

　突然変異を酵素で解明する

え
ら
れ
ま
す
。
遺
伝
子
の
欠
失
な
ど
大
き

な
変
化
も
重
要
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
ほ
と

ん
ど
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
」
と
真
木
教

授
は
説
明
す
る
。

大
き
な
発
見
は
、
修
復
の
パ
ワ
ー
が
な

ん
と
勇
み
足
を
し
て
突
然
変
異
の
原
因
に

な
っ
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
細
胞
内
に
紫

外
線
に
よ
る
傷
を
取
り
去
る
「
ヌ
ク
レ
オ

チ
ド
除
去
修
復
」と
い
う
機
構
が
あ
る
が
、

こ
の
機
構
を
失
う
と
予
想
に
反
し
て
突
然

変
異
の
頻
度
が
ぐ
ん
と
下
が
っ
た
。
つ
ま

り
、
こ
の
機
構
は
鋭
敏
で
効
率
が
よ
い
の

で
傷
が
な
い
場
所
に
働
く
こ
と
も
あ
る
。

そ
の
と
き
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
対
し
て
無
用
な
修

復
合
成
に
よ
る
埋
め
戻
し
が
行
わ
れ
、
そ

の
際
の
エ
ラ
ー
は
修
復
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
そ
れ
が
突
然
変
異
の
主
要
な
原
因
に

な
っ
て
い
た
。

こ
の
事
実
は
、
研
究
員
（
ポ
ス
ド
ク
）

の
沙は

魚せ

川が
わ

公
子
さ
ん
の
実
験
か
ら
わ
か
っ

た
。「
最
初
は
、
突
然
変
異
の
発
生
頻
度

が
下
が
っ
て
残
念
で
し
た
が
、
調
べ
て
い

く
う
ち
に
、
だ
ん
だ
ん
面
白
く
な
っ
て
き

た
」
と
喜
び
を
隠
さ
な
い
。
今
後
も
研
究

生
活
を
続
け
る
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
基
礎
研
究
の
成
果
は
、
が

ん
治
療
の
研
究
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
あ

る
。外

部
か
ら
放
射
線
や
紫
外
線
で
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
傷
が
つ
き
、
複
製
が
ブ
ロ
ッ
ク
さ
れ
て

し
ま
う
と
細
胞
は
二
つ
の
道
を
選
ぶ
。
一

つ
は
細
胞
死
に
向
う
道
だ
。
も
う
ひ
と
つ

は
何
と
か
障
害
を
乗
り
越
え
て
最
後
ま
で

複
製
を
完
了
さ
せ
る
道
だ
が
、
そ
の
ま
ま

大
腸
菌
が
教
え
て
く
れ
る

修
復
機
構
の
勇
み
足

抗
が
ん
剤
に
も
応
用

真
ま き

木　寿
ひさ

治
じ

教授
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進
む
と
が
ん
細
胞
に
な
り
、
増
殖
を
続
け

て
病
巣
に
な
る
。

こ
の
細
胞
の
ふ
る
ま
い
に
関
連
し
て
、

秋
山
昌
広
准
教
授
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
合
成
に
か

か
わ
る
酵
素
に
複
製
の
機
構
そ
の
も
の
を

遮
断
し
、
細
胞
の
増
殖
を
止
め
る
機
能
が

あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

大
腸
菌
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
（
合

成
酵
素
）
Ⅳ
と
い
う
酵
素
は
、
普
段
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
複
製
す
る
酵
素
（
同
Ⅲ
）
を
Ｄ
Ｎ
Ａ

か
ら
は
ず
し
、
働
か
な
く
す
る
作
用
が
あ

る
こ
と
を
研
究
員
（
ポ
ス
ド
ク
）
の
古
郡

麻
子
さ
ん
が
発
見
し
た
。
秋
山
准
教
授
が

行
っ
た
大
腸
菌
細
胞
の
中
で
Ⅳ
の
濃
度
を

上
げ
る
実
験
で
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
合
成
が
完
全

に
止
ま
っ
た
。

真
木
教
授
は
「
こ
れ
ま
で
が
ん
細
胞
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
傷
つ
け
て
退
治
す
る
抗
が
ん
剤

は
あ
っ
た
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
合
成
機
構
そ
の

も
の
を
遮
断
す
る
タ
イ
プ
は
な
く
、
薬
剤

と
し
て
使
え
れ
ば
世
界
初
の
薬
剤
と
な

る
」
と
強
調
す
る
。

秋
山
准
教
授
は　
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
ポ
リ
メ

ラ
ー
ゼ
Ⅳ
は
生
物
の
進
化
の
最
初
の
こ
ろ

か
ら
遺
伝
子
に
刻
み
込
ま
れ
て
お
り
、
量

も
多
い
が
作
用
が
は
っ
き
り
し
な
い
非
常

に
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
酵
素
で
す
。
Ⅲ
を
助

け
て
代
わ
り
に
傷
つ
い
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
複
製

を
担
当
す
る
作
用
が
あ
れ
ば
、
逆
に
、
今

回
の
よ
う
に
負
の
作
用
も
あ
り
ま
す
。
細

胞
内
で
Ⅳ
の
働
き
を
調
節
す
る
よ
う
な
タ

ン
パ
ク
質
を
み
つ
け
て
、
抗
菌
剤
や
抗
が

ん
剤
な
ど
有
効
に
使
え
る
方
法
も
探
っ
て

い
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
る
。

普
遍
性
を
検
証
す
る
実
験
で
ネ
ッ
ク
に

な
っ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
増
幅（
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
）

を
担
当
し
た
の
が
、
博
士
前
期
課
程
二
年

の
大
鹿
泰
菜
さ
ん
。
枯
草
菌
の
Ⅳ
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
大
腸
菌
に
入
れ
る
と
す
ぐ
に
増
殖
を

阻
害
す
る
た
め
、
い
っ
た
ん
試
験
管
内
で

増
幅
し
、
枯
草
菌
に
導
入
す
る
こ
と
を
思

い
つ
き
、
成
功
し
た
。
大
鹿
さ
ん
は
「
大

学
で
は
衛
生
検
査
技
師
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
が
、
生
物
の
基
礎
的
な
こ
と
を
身
に

着
け
た
く
て
研
究
室
に
入
り
ま
し
た
。
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
た
ず
ね
や
す
い
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
が
、
研
究
の
励
み
に
な

り
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

こ
の
ほ
か
、
真
核
生
物
に
つ
い
て
も
、

真
木
智
子
助
教
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
複
製
と
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
立
体
構
造
を
保
持
す
る
タ
ン
パ
ク
質

（
ヒ
ス
ト
ン
）
の
関
係
を
突
き
止
め
て
い

る
。と

こ
ろ
で
、
真
木
教
授
、
秋
山
准
教
授
、

真
木
助
教
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
を

発
見
し
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
を
受

賞
し
た
ア
ー
サ
ー
・
コ
ー
ン
バ
ー
グ
博
士

（
一
九
一
八
─
二
〇
〇
七
、
元
米
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
教
授
）
の
元
で
研
究
し
た
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
酵
素
が
見
つ
か
っ
て

五
十
年
が
過
ぎ
て
も
、
ま
だ
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
合

成
に
関
し
て
、
こ
の
酵
素
の
新
た
な
知
見

が
現
れ
る
こ
と
に
感
慨
を
覚
え
る
、
と
い

う
。真

木
教
授
は
「
こ
の
研
究
室
で
は
、
生

命
の
本
当
の
不
思
議
を
実
感
で
き
る
。
見

え
な
い
も
の
を
見
え
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
研
究
の
面
白
さ
が
体
験
で
き
ま
す
」
と

話
し
て
い
る
。

秋
あきやま

山　昌
まさひろ

広准教授

自然突然変異の発生と抑制の機構におけるヌクレオチド除去修復
の新しい位置づけ。

DNA ポリメラーゼ III をアシストする DNA ポリメラーゼ IV の従
来の概念（上）とブレーキとしての新しい役割（下）。

大腸菌細胞の DNA 染色像（左上、左下）と突然変異の解析
（右）。

研究に勤しむ秋山准教授（奥）と博士前期課程２年大鹿さん
（手前）。



SENTAN   13

高
度
情
報
社
会
の
進
行
と
と
も
に
、
通

信
回
線
で
送
ら
れ
る
デ
ー
タ
は
急
カ
ー
ブ

を
描
い
て
増
加
す
る
。
も
は
や
電
気
信
号

だ
け
の
通
信
で
は
間
に
合
わ
ず
、
す
で
に

光
通
信
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
光
通
信
幹

線
は
一
秒
間
に
一
〇
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
（
ギ
ガ

一
〇
億
）
～
四
〇
ギ
ガ
ビ
ッ
ト
の
情
報
量

を
伝
送
で
き
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
大
容
量

を
送
る
こ
と
が
で
き
て
も
い
ず
れ
限
界
に

達
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

実
は
、
現
在
の
光
通
信
は
経
路
を
変
更

す
る
さ
い
に
「
ル
ー
タ
」（
交
換
機
）
と

い
う
装
置
で
い
っ
た
ん
電
気
信
号
に
変
え

て
処
理
し
、
再
び
光
信
号
に
も
ど
し
て
い

る
の
で
、
ブ
レ
ー
キ
が
か
か
り
、
光
の
特

性
が
一
〇
〇
％
生
か
せ
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ

電
気
信
号
に
変
え
る
の
は
、
光
信
号
が
直

進
は
得
意
な
も
の
の
、
微
細
な
集
積
回
路

内
を
垂
直
に
曲
が
る
な
ど
の
ふ
る
ま
い
が

苦
手
で
小
回
り
が
効
か
な
い
と
い
う
理
由

が
あ
る
。

発
信
元
か
ら
あ
て
先
ま
で
す
べ
て
光
信

号
を
使
え
る
「
全
光
型
」
の
通
信
が
待
た

れ
る
。
実
現
す
れ
ば
一
秒
あ
た
り
、
テ
ラ

ビ
ッ
ト
（
テ
ラ
は
一
兆
）、
さ
ら
に
ぺ
タ

ビ
ッ
ト
（
ぺ
タ
は
一
〇
〇
〇
兆
）
の
情
報

量
が
送
ら
れ
る
夢
の
通
信
が
か
な
え
ら
れ

る
。こ

の
突
破
口
を
開
く
と
み
ら
れ
る
の

が
、
河
口
仁
司
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

だ
。回

路
を
流
れ
て
き
た
光
信
号
を
、
直
接

に
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
が
受
け
て
、
一
定
の

方
向
に
振
動
す
る
「
偏
光
」
を
出
す
こ
と

で
情
報
を
入
出
力
す
る
装
置
を
開
発
し
た

か
ら
だ
。
こ
の
装
置
は
「
双
安
定
半
導
体

レ
ー
ザ
」
と
呼
ば
れ
、
傾
き
が
九
十
度
異

な
る
偏
光
を
フ
ェ
ム
ト
秒
（
一
〇
〇
〇
兆

分
の
一
秒
）
単
位
で
入
力
す
る
と
、
そ
の

角
度
に
向
き
を
切
り
か
え
、
そ
の
ま
ま
の

状
態
を
維
持
す
る
。
つ
ま
り
、
ス
イ
ッ
チ

や
メ
モ
リ
に
使
え
る
わ
け
で
、
切
り
替
え

る
速
度
は
わ
ず
か
七
ピ
コ
秒
（
ピ
コ
は

一
兆
分
の
一
）
と
世
界
最
高
速
度
の
光
制

御
装
置
が
で
き
た
こ
と
に
な
る
。し
か
も
、

光
の
出
力
を
断
続
す
る
操
作
で
は
な
い
う

え
、
入
射
す
る
光
な
ど
に
よ
り
信
号
が
増

幅
さ
れ
る
の
で
、
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
最

低
に
な
る
。
課
題
を
相
次
い
で
ク
リ
ア
し

た
こ
と
に
な
る
。

物質創成科学研究科　超高速フォトニクス講座
教　授　河口　仁司

准教授　黄　　晋二

　光で最高速の通信を果たす

「
主
に
光
通
信
用
の
半
導
体
を
研
究
し

て
き
ま
し
た
。
最
高
速
を
め
ざ
し
て
い
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
光
信
号
の
ま
ま
安
定
し

て
、
ス
イ
ッ
チ
や
メ
モ
リ
ー
に
成
り
得
る

と
い
う
新
し
い
機
能
を
付
け
加
え
た
こ
と

に
な
り
ま
す
」
と
河
口
教
授
は
自
信
た
っ

ぷ
り
だ
。

一
九
八
一
年
ご
ろ
か
ら
、
半
導
体
レ
ー

ザ
ー
の
研
究
を
は
じ
め
た
が
、
最
初
は
光

を
放
出
す
る
か
ど
う
か
で
ス
イ
ッ
チ
の
機

能
を
果
た
そ
う
と
し
た
が
高
速
に
は
な
ら

な
い
。
そ
こ
で
、
偏
光
の
向
き
を
変
え
て

み
る
と
ど
ち
ら
の
方
向
も
安
定
に
同
じ
出

力
で
光
信
号
を
出
せ
る
こ
と
が
わ
か
り
、

成
功
に
結
び
つ
い
た
。

「
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
の

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
戦
略
的
創
造
研
究
推

進
事
業
（
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）
の
予
算
が
取
れ

た
こ
と
が
大
き
い
。
半
導
体
を
自
作
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
研
究
の
自
由
度
が
こ
れ

ま
で
と
全
く
違
い
ま
す
。
モ
ノ
づ
く
り
の

研
究
は
、
人
材
や
設
備
の
面
で
そ
の
分
野

に
特
化
し
た
環
境
が
必
要
で
す
」
と
河
口

教
授
は
強
調
す
る
。
さ
ら
に
研
究
に
つ
い

て
は
「
常
に
新
た
な
テ
ー
マ
を
ひ
ね
り
出

し
て
い
く
こ
と
は
苦
し
み
で
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
っ
た
と
き
、
し
か

も
世
の
中
で
初
め
て
で
あ
れ
ば
な
お
面
白

い
」
と
語
る
。

一
方
、
黄
晋
二
准
教
授
は
、
光
通
信
用

の
半
導
体
レ
ー
ザ
ー
の
材
料
に
な
る
薄
膜

結
晶
づ
く
り
に
か
け
る

モ
ノ
づ
く
り
に
集
中
で
き
る

環
境
が
必
要

河
かわぐち

口　仁
ひと

司
し

教授

突
破
口
が
開
け
た
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物質創成科学研究科 超高速フォト二クス講座　http://mswebs.naist.jp/LABs/kawaguchi/index-j.html

結
晶
を
研
究
し
て
い
る
。

ガ
リ
ウ
ム
砒
素
と
い
う
化
合
物
の
単
結

晶
基
板
の
う
え
に
、
微
量
の
結
晶
を
成
長

さ
せ
て
積
層
構
造
を
つ
く
る
。
い
か
に
き

れ
い
に
う
ま
く
で
き
る
か
が
、
研
究
結
果

を
左
右
す
る
ほ
ど
重
要
な
仕
事
だ
。「
新

し
い
半
導
体
を
作
る
と
き
に
結
晶
が
成
長

す
る
方
向
を
変
え
た
り
、
材
料
を
変
え
た

り
す
る
こ
と
で
、
高
性
能
に
す
る
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
」
と
黄
准
教
授
。
た

と
え
ば
、
作
り
方
に
よ
っ
て
半
導
体
内
部

の
磁
界
な
ど
に
関
わ
る
電
子
の
自
転
（
ス

ピ
ン
）
を
制
御
し
や
す
く
す
る
形
で
未
知

の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
と

い
う
。

「
理
論
的
に
計
算
し
て
よ
い
と
わ
か
っ

て
も
、
実
験
で
は
理
想
的
な
物
性
と
少
し

ず
れ
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て
目
的
の
物

性
に
反
映
さ
せ
る
か
と
い
う
物
理
的
観
点

を
価
値
基
準
に
、
結
晶
づ
く
り
の
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
」
と
黄
准
教
授
。「
結
晶

を
つ
く
り
、加
工
し
て
デ
バ
イ
ス
に
な
り
、

そ
れ
が
思
い
通
り
に
動
い
て
く
れ
た
。
そ

の
瞬
間
が
モ
ノ
づ
く
り
で
は
一
番
の
喜
び

で
し
ょ
う
」
と
話
す
。
東
大
大
学
院
の
修

士
課
程
の
学
生
だ
っ
た
こ
ろ
、「
半
導
体

の
結
晶
を
反
転
さ
せ
る
」
と
い
う
テ
ー
マ

に
成
功
し
た
。
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
諦

め
か
け
た
と
き
だ
っ
た
だ
け
に
、「
喜
び

は
強
烈
だ
っ
た
」
と
い
う
。

河
口
研
究
室
は
「
結
晶
づ
く
り
か
ら
通

信
実
験
ま
で
、
光
通
信
に
関
わ
る
こ
と
な

ら
何
で
も
最
先
端
の
研
究
が
で
き
る
。

テ
ー
マ
の
選
択
の
自
由
度
が
高
い
」
と
さ

れ
る
。

博
士
前
期
課
程
二
年
の
揖
場
聡
さ
ん
は

「
大
学
で
は
応
用
物
理
学
で
、
い
ま
は
電

子
ス
ピ
ン
が
テ
ー
マ
で
す
か
ら
、
好
き
な

研
究
が
で
き
て
い
ま
す
。
今
は
、
後
期
課

程
に
進
学
し
て
研
究
者
の
道
を
進
む
予
定

で
、
夢
は
、
新
し
い
光
通
信
の
デ
バ
イ
ス

を
作
っ
て
、
そ
れ
が
世
の
中
に
広
ま
る
こ

と
で
す
」
と
意
欲
を
み
せ
る
。

博
士
前
期
課
程
二
年
の
北
澤
敏
幸
さ
ん

は
、
河
口
教
授
が
山
形
大
学
教
授
時
代
の

教
え
子
で
も
あ
る
。「
光
通
信
の
測
定
の

研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ず
っ
と
河
口
先
生

の
研
究
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
、
就
職
も

光
通
信
関
係
に
内
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
研
究
開
発
の
仕
事
を
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
」
と
抱
負
を
語
る
。

博
士
前
期
課
程
一
年
の
吉
田
由
美
さ
ん

は
「
パ
ソ
コ
ン
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
研

究
だ
っ
た
の
で
、
モ
ノ
づ
く
り
を
し
た
い

と
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。
い
ま
、
半

導
体
の
加
工
の
作
業
な
ど
し
て
充
実
し
て

い
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
世
界
初
の
デ
バ

イ
ス
が
作
れ
た
ら
い
い
な
、と
思
い
ま
す
」

と
期
待
す
る
。

次
世
代
の
光
通
信
の
実
現
に
向
け
て
、

若
い
人
材
の
基
盤
づ
く
り
は
着
実
に
進
ん

で
い
る
。

黄
こう

　晋
しん

二
じ

准教授

自
由
度
が
高
い
研
究
室

偏光双安定面発光半導体レーザを用いた全光型バッファメモリの実
験システム

面発光半導体レーザの偏光双安定スイッチング 

半導体薄膜結晶を成長する分子線エピタキシー装置

メサ構造 980nm 帯面発光半導体レーザの構造と電子顕微鏡写真 
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TOPICSTOPICS
【
要
旨
】

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大

学
は
、
情
報
科
学
研
究
科
、
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
、
物
質
創

成
科
学
研
究
科
の
三
つ
の
研
究
科

の
成
果
を
ま
と
め
、
全
体
像
と
個

別
の
内
容
が
自
在
に
ネ
ッ
ト
上
で

見
渡
せ
る
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
バ
ー
チ
ャ

ル
科
学
館
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
こ
の
科
学
館
は
、「
知
の
創

造
」、「
知
の
還
元
」、「
知
の
継
承
」

が
メ
イ
ン
テ
ー
マ
。
そ
れ
ぞ
れ
の

研
究
科
、
知
的
財
産
本
部
の
研
究

分
野
の
垣
根
を
な
く
し
テ
ー
マ
別

に
融
合
、
再
編
成
し
て
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
ま
す
。
先
端
研
究
を

発
展
さ
せ
る
た
め
の
テ
ー
マ
パ
ー

ク
で
あ
る
と
同
時
に
、
受
験
生
を

含
む
外
部
か
ら
の
訪
問
者
に
大
学

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
の
博
士
前
期
課
程

に
在
籍
す
る
学
生
二
チ
ー
ム
の
提

案
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
が
「
関

西
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会　

Ｎ

Ｂ
Ｋ
大
賞
二
〇
〇
七
」
の
学
生
部

門
で
、
学
生
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大

賞
と
近
畿
経
済
産
業
局
長
賞
を
相

次
い
で
受
賞
し
た
。
こ
の
賞
は
学

生
企
業
家
支
援
の
草
分
け
。
本
学

か
ら
の
学
生
部
門
で
の
受
賞
は
三

年
連
続
と
な
り
、
教
育
・
研
究
の

人
材
養
成
に
大
き
な
刺
激
に
な
り

そ
う
だ
。

を
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
科
学
館
の

働
き
を
担
い
ま
す
。

科
学
館
の
玄
関
を
入
る
と
、
七

つ
の
び
っ
く
り
箱
が
並
ん
で
お

り
、
そ
の
中
か
ら
、
今
ま
さ
に
研

究
途
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
先
端
研
究

テ
ー
マ
が
次
々
と
飛
び
出
し
て
く

る
と
い
う
楽
し
い
趣
向
が
凝
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
興
味
を
も
っ
た
内

容
に
つ
い
て
は
、
そ
の
研
究
者
に

メ
ー
ル
で
直
接
質
問
が
で
き
る
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
も
魅
力
。
ま
た
、

子
ど
も
の
た
め
の
理
科
教
室
な
ど

の
地
域
貢
献
事
業
の
拠
点
と
し
て

の
機
能
も
持
た
せ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
科
学
館
の
開
設
は
大
学

で
は
初
め
て
。

受
験
生
な
ど
外
の
人
に
大
学
を

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
強

い
希
望
を
も
っ
て
、
学
内
の
有
志

で
作
り
ま
し
た
。

【
特
徴
】

▼
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
オ
ー
プ
ン
し
た

科
学
館
（http://m

useum
.

naist.jp/

）

▼
さ
ま
ざ
ま
研
究
分
野
の
垣
根

を
な
く
し
て
融
合
的
に
網
羅

し
て
紹
介

▼
理
科
教
室
な
ど
の
地
域
貢
献

事
業
の
拠
点

学
生
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
を
受
賞

し
た
の
は
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

科
博
士
前
期
課
程
一
年
の
河
合
ゆ
ず
か

さ
ん
を
代
表
に
学
生
三
名
で
構
成
さ
れ

る
チ
ー
ム
「
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
環
境
問
題
研

究
会
２
・
０
」。
河
合
さ
ん
ら
の
プ
ラ
ン

は
「
農
家
の
苦
労
を
減
ら
す
植
物
ウ
イ

ル
ス
病
防
除
事
業
」
で
、
多
く
の
み
か

ん
農
家
が
悩
ん
で
い
る
「
ウ
イ
ル
ス
病
」

の
被
害
に
着
目
し
、
そ
れ
を
防
除
す
る

た
め
の
薬
品
の
製
造
・
販
売
と
い
う
、

潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
日
々
の
研
究
活
動
か

ら
発
掘
し
具
体
的
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

に
落
と
し
込
ん
で
い
っ
た
点
が
評
価
さ

れ
た
。

河
合
さ
ん
ら
は
受
賞
に
つ
い
て
「
名

誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
環
境
問
題
研
究
会

２
・
０
は
、
環
境
問
題
の
解
決
を
テ
ー
マ

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
実
践
を
目
指

し
て
発
足
し
た
チ
ー
ム
で
す
。
今
回
は
、

農
家
に
も
環
境
に
も
負
担
を
か
け
な
い

ウ
イ
ル
ス
防
除
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
計
画
し

ま
し
た
。
春
に
受
講
し
た
技
術
ベ
ン

チ
ャ
ー
論
で
は
桐
畑
先
生
ら
各
方
面
の

先
生
方
か
ら
事
業
計
画
書
の
作
製
に
つ

い
て
助
言
を
い
た
だ
き
、
こ
の
こ
と
が

今
回
の
高
い
評
価
に
繋
が
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。
今
回
の
経
験
を
生
か
し
て

今
後
も
さ
ら
に
精
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
語
る
。

近
畿
経
済
産
業
局
長
賞
を
受
け
た
の

は
、
庭
野
博
子
さ
ん
ら
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
研
究
科
の
五
人
の
チ
ー
ム
「
花
咲

グ
ラ
ン
パ
」。「
開
花
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
剤

の
販
売
」
と
い
う
事
業
内
容
で
、
植
物

ホ
ル
モ
ン
「
フ
ロ
リ
ゲ
ン
」
を
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
開
花
条
件
の
難
し
い

品
種
を
簡
単
に
咲
か
せ
る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
た
め
コ
ス

ト
・
手
間
・
時
間
が
解
消
で
き
る
、
と

い
う
。

先
端
研
究
の
成
果
を
展
示
す
る

ネ
ッ
ト
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
バ
ー
チ
ャ
ル

科
学
館
オ
ー
プ
ン
！

「
関
西
ニュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協
議
会　

Ｎ
Ｂ
Ｋ
大
賞
二
〇
〇
七
」の

学
生
部
門
で
、学
生
ニュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
大
賞
な
ど
受
賞
！

河
合
ゆ
ず
か
さ
ん
ら
バ
イ
オ
の
学
生
二
チ
ー
ム

学生ニュービジネス大賞を
受賞した河合さんらチーム

「NAIST 環境問題研究会 2.0」
のメンバー

【詳細ホームページ】
（社）関西ニュービジネス協議会（NBK）NBK大賞2007
  http://www.nb-net.or.jp/event2007/jusho.pdf

メンバー
ビジネスプラン 受　賞氏名（学年）

研究科 講　座
河合ゆずか （博士前期課程１年）

「農家の苦労を減らす
植物ウイルス病防除
事業」

関西ニュー
ビジネス協議会

NBK 大賞

学生ニュー
ビジネス大賞

バイオ 細胞間情報学講座
柴 田 章 博 （博士前期課程１年）

情　報 コンピューティング・アーキテクチャ講座
村 形 慶 法   （博士前期課程２年）

バイオ 植物代謝調節学講座
庭 野 博 子 （博士前期課程１年）

「開花コントロール剤
の販売」

関西ニュー
ビジネス協議会

NBK 大賞

近畿経済産業
局長賞

バイオ 細胞構造学講座
佐々木俊弥 （博士前期課程１年）

バイオ 細胞機能学講座
武 田 康 臣 （博士前期課程２年）

情　報 知能情報処理学講座
中 村 優 作  （博士前期課程１年）

バイオ 動物細胞工学講座
伏 田 豊 仁 （博士前期課程１年）

バイオ 形質発現植物学講座

http://museum.naist.jp/

農
家
に
も
環
境
に
も
負
担
を

か
け
な
い
ウ
イ
ル
ス
防
除

花
を
咲
か
せ
る
薬
を
販
売
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キャンパス探検「ゲストハウスせんたん」キャンパス探検「ゲストハウスせんたん」 

前
回
の
宿
泊
施
設
に
引
き
続
き
、
今
回
は
も
う
ひ
と
つ
の
特

徴
で
あ
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
室
を
紹
介
し
よ
う
。

も
と
も
と
大
学
会
館
二
階
の
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
の
一
室
に

あ
っ
た
が
、
設
備
、
面
積
と
も
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
の
中
に
登
場
し
た
。

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
、
電
動
ラ
ン
ナ
ー
は
も
と
よ
り
、
本
格
的
な

筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
、
シ
ャ
ワ
ー
室
も
あ
る
。
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
気
に
し
て
ス
リ
ム
に
な
り
た
い
人

は
も
ち
ろ
ん
、
本
格
的
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
い
人
に
も
充
分

満
足
で
き
る
こ
と
う
け
あ
い
。

乗
っ
て
ブ
ル
ブ
ル
揺
ら
れ
る
だ
け
で
痩
せ
る
と
い
う
、
話
題

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
マ
シ
ー
ン
も
導
入
さ
れ
て
、
ま
す
ま
す
設
備

も
充
実
し
て
い
る
。

利
用
は
本
学
の
教
職
員
、
学
生
は
も
と
よ
り
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ

ス
宿
泊
者
等
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
高
額
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ジ

ム
並
の
効
果
が
、
こ
の
施
設
で
は
無
料
で
得
ら
れ
る
の
で
ぜ
ひ

利
用
し
て
み
て
ほ
し
い
（
た
だ
し
、
効
果
は
あ
な
た
の
努
力
次

第
）。 リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
並
み
に
滞
在
、

健
康
づ
く
り
に
も
役
立
つ

BOOK REVIEWBOOK REVIEW

NARA INSTITUTE of SCIENCE and TECHNOLOGY

問合せは人事課福利厚生係まで
Tel：0743-72-5033、5030
e-mail：fukuri@ad.naist.jp
（午前8時30分から午後5時30分まで）
参考：
http://www.naist.jp/faculty-person/b02_06_j.html

第 2 回

O
penC

V

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ブ
ッ
ク

か
つ
て
は
大
き
な
計
算
機
と
専
用
の
カ
メ
ラ
を
持
つ
研
究

機
関
な
ど
で
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
「
実
時
間
で
の
動
画
像

処
理
」
な
ど
が
、
一
般
の
Ｐ
Ｃ
環
境
で
も
手
軽
に
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
画
像
処
理
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
裾

野
は
確
実
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の

助
け
と
な
る
の
が
、Intel

社
に
よ
るO

penC
V

（O
pen 

Source Com
puter V

ision Library

）
と
呼
ば
れ
る
画
像

処
理
向
け
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
で
す
。

本
書
で
は
、O

penC
V

の
導
入
方
法
か
ら
、
基
本
的
な
使

い
方
、
さ
ら
にO

penC
V

の
様
々
な
例
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

形
式
で
実
践
的
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

※
本
書
は
、
本
学
情
報
科
学
研
究
科
像
情
報
処
理
学
講
座
お
よ
び
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
講
座
の
学
生
、
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か
ら
の
有
志

の
共
同
執
筆
に
よ
り
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

O
penC

V

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ブ
ッ
ク
製
作
チ
ー
ム

内容
Chapter 1 入門編
Chapter 2 導入編
Chapter 3 基礎編
　セピア変換／クロマキー／幾何学変換／行列演算
Chapter 4 ケーススタディ編
　二値化／ヒストグラム／輪郭抽出／ etc.
Appendix リファレンス編
発　行　（株）毎日コミュニケーションズ
　　　　2007 年 9 月 26 日初版第一刷
定価　3,400 円（税別）

像情報処理学講座
http://chihara.naist.jp/index-j.html
ロボティクス講座
http://robotics.naist.jp/

Sm
art CM

OS Im
age 

Sensors and Applications

最
近
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
と
し
て
Ｃ
Ｃ
Ｄ
と
並
ん
でC

M
O

S

イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
特
に
通
常
の
半
導

体
作
製
プ
ロ
セ
ス
と
整
合
性
が
あ
るC

M
O

S

イ
メ
ー
ジ
セ
ン

サ
は
オ
ン
チ
ッ
プ
で
回
路
を
集
積
化
可
能
で
あ
る
た
め
、様
々

な
機
能
が
搭
載
さ
れ
た
「
ス
マ
ー
ト
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
」
が

開
発
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
ス
マ
ー
ト
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
に

関
し
て
、C

M
O

S

イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
の
基
礎
か
ら
説
き
お
こ

し
、
基
本
機
能
や
材
料
技
術
ま
で
含
ん
で
、
応
用
に
至
る
ま

で
を
体
系
的
に
記
述
し
た
恐
ら
く
本
分
野
に
お
け
る
唯
一
の

成
書
で
あ
る
。
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
に
携
わ
る
技
術
者
研
究
者

は
も
ち
ろ
ん
イ
メ
ー
ジ
セ
ン
サ
を
用
い
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
研
究
開
発
を
行
う
技
術
者
・
研
究
者
に
役
立
つ
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。 物

質
創
成
科
学
研
究
科　

教
授　

太
田　

淳

内容
Chapter 1　Introduction
Chapter 2　Fundamentals of CMOS image sensors
Chapter 3  Smart functions and materials
Chapter 4  Smart imaging
Chapter 5  Applications
発　行　CRC Press, Boca Raton, FL, USA
　　　　2007 年 9 月
定価　$119.95
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終
日
に
は
高
校
生
が
実
習
の
内
容
や
成
果

を
全
員
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
は
、

留
学
生
に
日
本
の
伝
統
的
文
化
に
触
れ
さ

せ
日
本
の
歴
史
や
文
化
を
よ
り
深
く
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
、八
月
二
十
三
日
（
木
）

〜
二
十
四
日
（
金
）
の
一
泊
二
日
の
日
程

で
、
信
楽
・
長
良
川
方
面
へ
の
見
学
旅
行

を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
者
二
十
六
名
は
、
日
本
の
歴
史
・

文
化
に
つ
い
て
見
聞
を
広
め
る
と
と
も

に
、
留
学
生
同
士
の
交
流
を
深
め
、
日
本

が
古
来
の
文
化
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
感
慨
を
覚
え
た
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
、
大
変
有
意
義
な
旅
行
と

な
り
ま
し
た
。

八
月
二
十
五
日
（
土
）
か
ら
九
月
二
日

科
十
四
チ
ー
ム
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
科
十
二
チ
ー
ム
、
物
質
創
成
科
学
研
究

科
七
チ
ー
ム
、
事
務
局
六
チ
ー
ム
の
計

三
十
九
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方

式
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

教
職
員
・
学
生
合
わ
せ
て
延
べ

六
百
二
十
八
人
が
爽
や
か
な
汗
を
流
し
て

楽
し
み
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
、
延
長
戦
の

末
「
ヒ
ー
ロ
ー
ズ
」（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
研
究
科
）
が
九
対
七
で
「
演
算
・
記
憶

素
子
チ
ー
ム
」

（
物
質
創
成
科

学
研
究
科
）
を

下
し
て
優
勝
。

表
彰
式
は
、
決

勝
戦
と
同
日
に

行
わ
れ
、
安
田

國
雄
学
長
よ
り

賞
状
並
び
に
ト

ロ
フ
ィ
ー
が
授

与
さ
れ
ま
し

た
。

八
月
二
十
日（
月
）よ
り
二
十
二
日（
水
）

ま
で
の
三
日
間
、
高
校
生
ラ
ボ
ス
テ
イ
を

開
催
し
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
が
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
に
指
定
し
た

奈
良
県
下
の
三
校
か
ら
三
十
五
名
が
参
加

し
、
蛍
光
顕
微
鏡
や
電
子
顕
微
鏡
を
使
っ

た
細
胞
観
察
、
半
導
体
に
つ
い
て
の
実
習

な
ど
、
様
々
な
内
容
の
実
習
を
行
い
、
最

八
月
一
日
（
水
）・
二
日(

木)

の
二

日
間
、
物
質
創
成
科
学
研
究
科
に
お
い
て

「
光
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス　

体
験
入
学
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
最
先
端
の
研
究
施
設
・

設
備
の
も
と
で
、
光
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
研

究
の
最
前
線
を
実
体
験
し
、
物
質
科
学
へ

の
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
目
的
で
、
大
学

生
、
高
専
生
、
高
校
生
お
よ
び
中
学
校
・

高
校
の
理
科
教
諭
を
対
象
に
平
成
十
四
年

度
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
六

回
目
と
な
る
今
回
は
、
十
五
歳
か
ら

六
十
七
歳
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
か
ら
約

五
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

八
月
十
一
日
（
土
）、
地
元
奈
良
県
生

駒
市
と
の
共
催
に
よ
る
先
端
科
学
技
術
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
レ
ゴ
で
ロ
ボ
ッ
ト
を

作
っ
て
動
か
そ
う
！ 
―
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
っ
て
こ
ん
な
こ
と
？
―
」
親
子
講
座

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
域
貢
献
事
業

の
一
環
と
し
て
、
大
学
の
近
隣
に
所
在
す

る
生
駒
市
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
同
大
学
の
若
手
教
員
等
が
講

師
と
な
り
、
先
端
科
学
技
術
を
実
際
に
体

験
し
て
も
ら
お
う
と
市
内
の
小
学
五
、六

年
生
を
対
象
に
平
成
十
四
年
度
か
ら
毎
年

数
回
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

今
年
度
第
一
回
目
の
実
施
と
な
る
今
回

は
、
情
報
科
学
研
究
科
応
用
シ
ス
テ
ム
科

学
講
座
の
平
田
健
太
郎
准
教
授
ら
が
講
師

と
な
り
、
親
子
に
よ
る
十
三
組
三
十
二
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

第
五
回
学
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
、
八
月
一
日
（
水
）
か
ら
八
月
二
十
二

日
（
水
）
ま
で
の
期
間
、
情
報
科
学
研
究

（
日
）
ま
で
の
九
日
間
、
国
立
科
学
博
物

館
で
上
野
の
山
発　

旬
の
情
報
発
信
シ

リ
ー
ズ
（
第
十
四
回
）「
バ
ー
チ
ャ
ル　

リ
ア
リ
テ
ィ
〜
見
て
聴
い
て
さ
わ
っ
て
冒

険
体
験
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

バ
ー
チ
ャ
ル
（
仮
想
）
と
リ
ア
リ
テ
ィ

（
現
実
）
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
最
先
端
の

研
究
成
果
や
そ
の
応
用
例
を
、 

体
験
型
展

示
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
そ
し
て
特
別
講

演
会
を
通
じ
て
、
一
般
の
方
へ
わ
か
り
や

す
く
紹
介
し
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
音
声
情
報
案
内
ロ
ボ
ッ
ト

「
キ
タ
ち
ゃ
ん
」
が
出
迎
え
る
中
、
バ
ー

チ
ャ
ル（
仮
想
）で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー

や
平
城
京
の
散
歩
を
体
験
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
等
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
終
日
大
盛
況
で
し

た
。ま

た
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
科
学

の
「
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
四
プ
ロ
グ
ラ

ム
行
い
、
一
人
一
人
に
修
了
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

六
回
に
わ
た
り
行
っ
た
特
別
講
演
会
で

は
、
情
報
科
学
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
、

ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
に
お
け
る
最
先
端
の
研

究
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、
参

加
者
か
ら
は
活
発
な
質
問
も
飛
び
交
い
ま

し
た
。

開
催
期
間
中
は
、
子
ど
も
か
ら
年
配
の

方
々
ま
で
多
数
の
人
々
が
訪
れ
、
の
べ

二
万
五
千
四
百
二
十
名
が
最
先
端
の
科
学

技
術
に
触
れ
親
し
み
ま
し
た
。

NAIST
news

19.7〜 19.10

「
光
ナ
ノ
サ
イ
エ
ン
ス　

体
験
入

学
会
」
を
開
催

先
端
科
学
技
術
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
レ

ゴ
で
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ
て
動
か
そ
う
！

―
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
っ
て
こ
ん
な
こ

と
？
―
」
親
子
講
座
を
開
催

高
校
生
ラ
ボ
ス
テ
イ
を
開
催

留
学
生
見
学
旅
行
を
実
施

第
五
回
学
長
杯
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
開
催

⇔

上
野
の
山
発　

旬
の
情
報
発
信
シ

リ
ー
ズ
（
第
十
四
回
）「
バ
ー
チ
ャ

ル　
 

リ
ア
リ
テ
ィ
～
見
て
聴
い
て

さ
わ
っ
て
冒
険
体
験
～
」
を
開
催

⇔
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る
も
の
で
、
今
年
は
四
機
関
か
ら
八
十
二

名
の
参
加
が
あ
り
、
普
段
接
す
る
機
会
の

少
な
い
職
員
に
と
っ
て
は
お
互
い
の
親
睦

を
深
め
る
い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

九
月
二
十
八
日
（
金
）、
学
位
記
授
与

式
を
行
い
ま
し
た
。

十
九
名
の
課
程
修
了
生
に
対
し
て
、
安

田
学
長
が
ひ
と
り
ひ
と
り
に
学
位
記
を
手

渡
し
、
門
出
を
祝
し
て
、
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

九
月
二
十
九
日
（
土
）、
地
元
奈
良
県

生
駒
市
と
の
共
催
に
よ
る
先
端
科
学
技
術

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ア
メ
リ
カ
ン
チ
ェ

リ
ー
で
太
陽
電
池
を
作
ろ
う
！
」
講
座
を

開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
第
二
回
目
の
実
施
と
な
る
今
回

は
、
物
質
創
成
科
学
研
究
科
の
超
分
子
集

合
体
科
学
講
座
か
ら
佐
竹
彰
治
助
教
、
田

中
直
輝
（
修
士
課
程1

年
）
を
中
心
と

す
る
学
生
有
志
が
講
師
と
な
り
、
十
一
人

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
全
日
程
の
三
分
の
二
以

上
出
席
し
た
受
講
者
五
十
二
名
に
対
し
て

修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、
今
年
も
大
盛
況

の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

十
月
二
十
六
日
（
金
）、
ガ
ジ
ャ
マ
ダ

大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
）
の
学
長

ら
三
名
の
表
敬
訪
問
を
受
け
ま
し
た
。

ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
最
も
古
い
大
学
で
二
〇
〇
〇
年
に
他
の

三
国
立
大
学
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
、
バ

ン
ド
ン
工
科
大
学
、ボ
ゴ
ー
ル
農
業
大
学
）

と
と
も
に
国
立
大
学
で
初
め
て
法
人
格
を

取
得
し
た
大
学
で
す
。
小
笠
原
理
事
、

五
十
嵐
理
事
、
川
市
教
授
ら
が
出
迎
え
、

互
い
の
概
要
説
明
、
意
見
交
換
及
び
留
学

生
と
の
懇
談
会
等
を
行
い
ま
し
た
。

十
月
二
十
六
日
（
金
）、
生
駒
市
消
防

署
北
分
署
の
協
力
を
得
て
、
消
防
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
毎
年
秋
に

行
っ
て
い
る
恒
例
の
行
事
で
、
今
回
は
、

情
報
科
学
研
究
科
棟
五
階
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
コ
ー
ナ
ー
を

出
火
場
所
に
想
定

し
、
自
衛
消
防
隊

各
班
に
よ
る
通
報

連
絡
、安
全
防
護
、

避
難
誘
導
、
初
期

消
火
、
応
急
救
護

等
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

十
月
二
十
七
日
（
土
）、
地
元
奈
良
県

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
で
は
、
九

月
十
日
（
月
）
〜
十
二
日
（
水
）
の
二
泊

三
日
の
日
程
で
、
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル

淡
路
を
会
場
に
、
博
士
後
期
課
程
学
生
の

ほ
ぼ
全
員
と
教
員
を
合
わ
せ
約
百
三
十
名

が
研
究
発
表
と
討
議
を
中
心
と
し
た
合
宿

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
が
第
三
回
目

の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
は
、
今
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
一
貫
と
し
て
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
生
命
科

学
に
関
わ
る
多
様
な
研
究
分
野
の
相
互
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
学
生
同
士
の
啓

発
と
活
発
な
議
論
や
発
表
す
る
能
力
を
養

う
こ
と
を
目
的
に
多
く
の
学
生
と
教
員
が

参
加
し
ま
し
た
。

三
日
間
の
全
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い

て
、
参
加
者
が
活
発
に
議
論
を
行
い
、
研

究
を
通
じ
た
実
り
多
い
交
流
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

九
月
二
十
七
日
（
木
）、
本
学
、
参
天

製
薬
（
株
）、
日
本
電
気
（
株
）、（
財
）

同
大
学
支
援
財
団
の
四
機
関
合
同
の
観
月

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
毎
年
中
秋
の
名
月
の
夜

に
、
高
山
地
区
で
働
く
職
員
間
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い

十
月
二
日
（
火
）、
平
成
十
九
年
度
秋

学
期
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
情
報
科
学
研
究
科
博
士
前
期

課
程
四
名
、
同
研
究
科
博
士
後
期
課
程

十
三
名
、
物
質
創
成
科
学
研
究
科
博
士
後

期
課
程
九
名
の
計
二
十
六
名
の
新
入
生
を

新
た
に
迎
え
ま
し
た
。

当
日
、
安
田
國
雄
学
長
か
ら
式
辞
が
述

べ
ら
れ
、
新
入
生
た
ち
は
緊
張
し
た
面
持

ち
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

十
月
二
十
日
か
ら
十
一
月
十
七
日
ま
で

の
土
曜
日
（
十
一
月
三
日
を
除
く
）
の
四

日
間
、
情
報
科
学
研
究
科
大
講
義
室
に
お

い
て
、公
開
講
座
二
〇
〇
七「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
メ
デ
ィ
ア
が
拓
く
新
時
代
─
感
じ

る
・
伝
え
る
・
考
え
る
─
」
を
開
講
し
ま

し
た
。

十
四
回
目
と
な
る
今
回
は
、
情
報
科
学

研
究
科
が
講
師
と
な
り
、
最
先
端
の
研
究

成
果
や
最
新
の
技
術
か
ら
八
つ
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ー
ク
や

知
覚
・
認
識
に
関
す
る
専
門
家
が
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
で
の
最
先
端
の
研
究
を
や
さ
し

く
解
説
し
、
新
時
代
の
情
報
技
術
を
展
望

し
ま
し
た
。

参
加
し
た
六
十
三
名
の
受
講
者
は
、
講

義
中
に
終
始
メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に
聴

き
入
り
、
ま
た
、
講
義
終
了
後
も
講
師
に

質
問
を
す
る
な
ど
、
公
開
講
座
へ
の
関
心

の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

生
駒
市
と
の
共
催
に
よ
る
先
端
科
学
技
術

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
っ
て
何
？
酵

素
っ
て
？
ホ
タ
ル
の
光
を
試
験
管
で
見
て

み
よ
う
」
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
第
三
回
目
の
実
施
と
な
る
今
回

は
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
細
胞
増

殖
学
講
座
の
小
川
拓
哉
助
教
の
ほ
か
、
圓

岡
真
宏
（
博
士
後
期
課
程
二
年
）
を
中
心

と
す
る
学
生
有
志
ら
が
講
師
と
な
り
、
十

人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
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「
せ
ん
た
ん
」
は
本
学
の
研
究
活
動
及

び
成
果
を
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
広
報
誌
で
す
。

　

最
先
端
科
学
技
術
を
一
般
向
け
に
分
か

り
易
く
紹
介
す
る
た
め
、
坂
口
至
徳
客
員

教
授
が
執
筆
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

坂
口 

至
徳
（
さ
か
ぐ
ち 

よ
し
の
り
）

一
八
四
九
年
生

ま
れ
。
産
経
新

聞
大
阪
本
社
特

別
記
者
、
本
学

客
員
教
授
。
京

都
大
学
農
学
部

卒
業
、
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了
、
七
五
年
産
経
新
聞
社
入
社
。

社
会
部
記
者
、
文
化
部
次
長
、
編
集
委
員
、

論
説
委
員
な
ど
を
経
て
、
二
〇
〇
五
年
二
月

か
ら
現
職
。
二
〇
〇
四
年
十
月
か
ら
本
学
客

員
教
授
と
し
て
大
学
広
報
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
務
め
る
。

筆
者
紹
介

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
開
催

秋
学
期
入
学
式
を
挙
行

公
開
講
座
二
〇
〇
七
を
開
講

観
月
会
を
開
催

学
位
記
授
与
式
を
挙
行

先
端
科
学
技
術
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
ア
メ
リ
カ
ン
チ
ェ
リ
ー
で
太
陽
電

池
を
作
ろ
う
！
」
講
座
を
開
催

ガ
ジ
ャ
マ
ダ
大
学
長
ら
が
表
敬
訪
問

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
！

〜
消
防
訓
練
を
実
施
〜

先
端
科
学
技
術
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｄ
Ｎ
Ａ
っ
て
何
？
酵
素
っ
て
？

ホ
タ
ル
の
光
を
試
験
管
で
見
て

み
よ
う
」
講
座
を
開
催
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平成20年 3月15日（土） 光ナノサイエンス　公開研究業績報告会
  ・ ミニ体験入学会（物質創成科学研究科）

平成20年 3月 8日（土） 理系大学院進学セミナー2008　理系大学院へ行こう！
 「 I T、バイオ、ナノテク分野におけるキャリアのあり方を考える」

NAIST events

http://www.naist.jp/admission/d04_01_j.html

理工系大学３回生向け大学院進学セミナー

平成20年 2月15日（金）～16日（土） スプリングセミナー（情報科学研究科）
平成20年 3月 6日（木）～ 7日（金）

平成20年 2月16日（土） オープンキャンパス（情報科学研究科）

平成20年 3月 8日（土） オープンキャンパス（バイオサイエンス研究科）

各研究科セミナー

受験生向けイベント続々開催予定！
場所 ： 奈良先端科学技術大学院大学

平成20年 3月10日（月）～12日（水） 大学生インターンシップ（バイオサイエンス研究科）


